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議
会

能
登
町
議
会
平
成
28
年
第
8
回
12
月
定

例
会
議
は
、
12
月
6
日
に
開
会
し
ま

し
た
。日
程
を
16
日
ま
で
の
11
日
間
と
定
め
、

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
条
例
改

正
な
ど
議
案
33
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
持

木
町
長
が
議
案
の
提
案
理
由
を
述
べ
、
5
人

が
議
案
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
議
案
は

各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
採
決
で
は
、
議
案
33
件
が
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

鍛
治
谷
眞
一
議
長
と
椿
原
安
弘
副
議
長
の

辞
職
が
許
可
さ
れ
、
正
副
議
長
の
選
挙
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
結
果
、
議
長
に
向
峠
茂
人
氏

が
、
副
議
長
に
酒
元
法
子
氏
が
当
選
し
ま
し

た
。

■
可
決
さ
れ
た
議
案
：
33
件

（
平
成
28
年
度
補
正
予
算
：
9
件
）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2

号
）

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号
）

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

・
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

平成 28 年第 8 回
12 月定例会議

・
議
会
議
員
等
の
議
員
報
酬
、
期
末
手
当
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

・
能
登
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
給
付
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
能
登
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
薬
剤
師
修
学
資
金

貸
与
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・「
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
平
成
27
年

度　

宇
出
津
港
水
産
物
加
工
処
理
施
設（
建

築
）
工
事
」
の
議
決
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

向峠茂人 議長酒元法子 副議長

鵜 川 分 団・ 坂 下 さ ん
姫防火クラブ・川本さん 消防活動功績で表彰受賞

　志賀町文化ホールで 12 月 4 日、第 14 回県消防団活動発表会

と県こども女性防火委員会表彰式が行われました。

　消防団活動発表会では、県内各地区の代表 12 人が発表。町消

防団からは鵜川分団の坂下真也団員が「守れていますか？」と題

して発表し、優秀賞を受賞しました。

　県こども女性防火委員会表彰では、姫女性防火クラブの川本玉

江さんが優良クラブ指導者（幹部）表彰を受賞しました。賞状を手にする坂下さん（左）と川本さん

安
全
な
活
動
の
た
め
に

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

指
導
者
研
修
会

　

12
月
11
日
、
内
浦
ス
ポ
ー
ツ
研
修
セ
ン

タ
ー
で
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
研
修
会

が
行
わ
れ
、
指
導
者
や
保
護
者
な
ど
30
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
研
修
で
は
基
礎
的
心
肺
蘇

生
法
と
テ
ー
ピ
ン
グ
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　

テ
ー
ピ
ン
グ
の
講
習
は
珠
洲
市
総
合
病
院

の
理
学
療
法
士
・
三
上
琢
也
さ
ん
が
、
成
長

期
の
団
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
方
法
に
つ
い
て

講
義
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
ケ
ガ
の
受
傷
防

止
の
た
め
、
足
首
の
安
定
法
や
道
具
の
選
び

方
な
ど
に
つ
い
て
真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
り

ま
し
た
。

テーピングについて講
義する三上さん

AED の操作法を
学ぶ参加者

公の施設の指定管理者一覧
施設の名称 指定管理者 指定期間

能都共同福祉会館 能登町商工会 平成 29 年 4 月 1 日～
平成 29 年 9 月 30 日

ふれあいの里施設
アサヒ株式会社・株式会社ア
ドバンス社・株式会社メディ
アンコンサルティング　グ
ループ

平成 29 年 4 月 1 日～
平成 32 年 3 月 31 日

セミナーハウス山びこ 
ふれあい工房 株式会社山びこ 平成 29 年 4 月 1 日～

平成 32 年 3 月 31 日
国民宿舎能登やなぎだ荘・御前・温泉センター
国民宿舎能登うしつ荘・簡易宿泊所・総合コミュニ
ティーセンター・潮騒の丘
真脇ポーレポーレ・縄文真脇温泉浴場・真脇遺跡公園
ラブロ恋路・恋路ふれあい体験農園
能登観光情報ステーションたびスタ

株式会社能登町ふれあい公社 平成 29 年 4 月 1 日～
平成 32 年 3 月 31 日

遠島山公園・能登広域勤労青少年ホーム 株式会社能登町ふれあい公社 平成 29 年 4 月 1 日～
平成 34 年 3 月 31 日

老人憩の家「たなぎ荘」 
老人福祉センター「笹ゆり荘」 
老人福祉センター「山せみ荘」 
小木生きがいデイサービスセンター 
小木デイサービスセンター

社会福祉法人
能登町社会福祉協議会

平成 29 年 4 月 1 日～
平成 34 年 3 月 31 日

みずほ障害者支援センター 社会福祉法人礎会 平成 29 年 4 月 1 日～
平成 34 年 3 月 31 日

藤波デイサービスセンター 
七見デイサービスセンター

社会福祉法人
石川県社会福祉事業団

平成 29 年 4 月 1 日～
平成 34 年 3 月 31 日

能都体育館、能都野球場、県立能都健民テニスコート、
屋内テニスコート、藤波運動公園内施設、内浦総合運
動公園内施設、郷土館、歴史民俗資料館、羽根万象美
術館・町立美術館、益谷秀次記念館、西谷啓治記念館

株式会社能登町ふれあい公社 平成 29 年 4 月 1 日～
平成 34 年 3 月 31 日

柳田体育館、柳田野球場 公益社団法人
能登町シルバー人材センター

平成 29 年 4 月 1 日～
平成 34 年 3 月 31 日

・
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
（
10
件
・
下
表
の
通
り
）

■
選
挙

能
登
町
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙

当
選
し
た
選
挙
管
理
委
員
▽
河
崎
重
宏
（
真

脇
）
▽
國
分
雅
史
（
宇
出
津
新
）
▽
松
井
英

芳
（
上
長
尾
）
▽
坂
東
裕
（
小
木
）

当
選
し
た
選
挙
管
理
委
員
補
充
員
▽
豊
若
幸

紀
（
白
丸
）
▽
鍛
治
武
司
（
笹
川
）
▽
佐
野

勝
二
（
宇
出
津
）
▽
池
上
正
博
（
真
脇
）

指
名
推
選
に
よ
り
新
議
長
、
副
議
長
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
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Ｕ
タ
ー
ン 

川
畑
さ
ん

能
登
暮
ら
し

わたしの

川
畑
慎
太
郎 

さ
ん

　

昭
和
47
年
生
ま
れ
、
曽
又
出
身
。
15
歳
で
進
学
の
た
め
町
を
離
れ
、
そ
の
後

大
学
進
学
・
就
職
し
、関
東
で
21
年
間
過
ご
す
。
40
歳
を
機
に
町
へ
Ｕ
タ
ー
ン
し
、

農
業
者
と
な
り
ト
マ
ト
、
き
ゅ
う
り
な
ど
を
栽
培
・
出
荷
し
て
い
る
。

　

高
校
の
進
学
が
き
っ
か
け
で
能
登
町
を

出
ま
し
た
。
高
校
卒
業
後
は
関
東
の
大
学

へ
行
く
こ
と
が
決
ま
り
、
新
し
く
都
会
で

の
生
活
が
始
ま
る
こ
と
に
わ
く
わ
く
し
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
関
東
で
の
生
活

は
、
サ
ー
フ
ィ
ン
と
い
う
趣
味
と
の
出
会

い
も
あ
っ
て
、
そ
れ
な
り
に
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

山
あ
い
の
広
い
土
地
の
中
の
1
軒
家
で
生

ま
れ
育
っ
た
私
に
は
、
都
会
の
ア
パ
ー
ト

の
壁
の
向
こ
う
に
は
他
人
が
住
ん
で
い

て
、
外
に
出
る
と
た
く
さ
ん
の
知
ら
な
い

人
た
ち
が
、
挨
拶
も
せ
ず
ス
タ
ス
タ
歩
い

て
行
く
世
界
に
窮
屈
さ
も
感
じ
て
い
ま
し

た
。

　
「
い
つ
か
能
登
町
に
戻
る
ん
だ
」
と
思

い
な
が
ら
、
そ
の
「
い
つ
」
を
決
め
る
こ

と
が
で
き
ず
、
毎
年
祭
り
や
正
月
だ
け

は
必
ず
帰
省
し
、
実
家
で
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。
帰
る
た
び
に
両
親
た
ち
が
老

い
て
い
く
こ
と
も
気
に
な
っ
て
い
た

の
で
、
40
歳
と
い
う
区
切
り
で
決
意
し

て
Ｕ
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。

　

仕
事
は
、
自
分
の
責
任
で
や
れ
る
も

の
を
考
え
て
い
た
こ
と
と
、
豊
か
な
土

地
を
活
か
し
た
も
の
を
や
り
た
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
、
農
業
を
選
び
ま
し

た
。
農
業
で
食
べ
て
い
く
の
は
難
し
い
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
全
国
に
は
若
い
農
業
者

で
も
農
業
で
生
計
を
立
て
て
い
る
人
た
ち

が
い
る
の
で
、
そ
れ
が
能
登
で
で
き
な
い

わ
け
は
な
い
と
考
え
、
農
作
業
に
精
を
出

し
て
い
ま
す
。
農
業
者
と
し
て
は
ま
だ
ま

だ
で
す
が
、
自
分
が
や
り
た
か
っ
た
こ
と

で
す
し
、
家
族
と
過
ご
す
毎
日
が
励
み
と

な
り
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。「
土
を

元
気
に
す
れ
ば
、
作
物
も
元
気
に
育
つ
」

の
教
え
の
と
お
り
、土
作
り
に
こ
だ
わ
り
、

余
分
な
農
薬
を
使
わ
な
く
て
も
美
味
し
く

て
、
安
全
な
野
菜
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
収
量
は
少
な
い
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
ど
ん
ど
ん
出
荷
を
増
や
し
て
い
く
計

画
で
す
。

　

能
登
町
に
戻
っ
て
き
て
実
感
し
た
の

は
、
変
化
を
し
て
い
た
の
は
両
親
だ
け

で
は
な
く
、
畑
や
田
ん
ぼ
、
町
の
人
の

様
子
な
ど
も
幼
少
の
頃
に
比
べ
て
活
気

が
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
年
を

取
る
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
な
ん
で
す

が
、
住
み
は
じ
め
て
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。
町
の
活
気
を
少
し
で
も
継
続
さ

せ
る
た
め
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
は
何

か
な
い
か
と
思
い
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
す

ぐ
に
地
域
づ
く
り
の
勉
強
に
参
加
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
の
出
会
い
を
今
の
生
活

や
仕
事
に
活
か
し
て
い
ま
す
。
地
域
活

動
は
限
ら
れ
た
時
間
の
中
な
の
で
、
思

う
よ
う
に
進
ま
な
い
こ
と
も
多
い
で
す

が
、
若
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
今
、

時
間
が
か
か
っ
て
も
い
つ
か
、
能
登
町

の
若
手
農
業
者
が
も
っ
と
増
え
て
、
そ

の
仲
間
た
ち
で
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い

け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
移
住
・
定
住
を
応
援
し
ま
す

能
登
町
定
住
促
進
協
議
会

　

☎（
62
）０
２
６
０

http://w
w

w
.nototow

n.jp/

「
能
登
町
定
住
促
進
協
議
会
」
で　
　

　
　

  　

検
索

【
鵜
川
地
区
】

井
田
真
季　
　

石
田　

祥

岩
端
光
介　
　

馬
場　

凌

権
谷
未
奈　
　

酒
井
俊
太
郎

出
村
魁
斗　
　

仙
福
和
弥

髙
井
紅
音　
　

堂
上
慎
矢

鳥
越
三
恵　
　

中
田
依
緒
里

橋
本　

遥　
　

宮
前
貴
子

森
川
悟
史　
　

安
田
圭
希

【
小
木
地
区
】

浅
谷
友
哉　
　

石
倉
大
暉

石
倉
裕
真　
　

石
崎
蓮

石
﨑
翔
也　
　

浦
下
祐
輝

浦
下
宗
輝　
　

岡
田
大
地

⻆　

裕
希　
　

角
口
琳
久

北
野
亮
太　
　

坂
口
明
日
香

坂
口
博
紀　
　

坂
東
美
玖

里
出
眞
寿　
　

篠
塚
祐
希

須
磨　

巴　
　

髙
野
寛
大

瀧　

稔
未　
　

津
雲
亮
祐

波
瀬
未
佳
子　

萩
野　

舞

広
瀬　

彩　
　

廣
瀬
京
香

松
谷
智
代　
　

宮
町
咲
耶

藪
下　

彩　
　

山
本
瞬
斗

【
能
都
地
区
】

猪
平
か
す
み　

石
脇
暉
久

尾
谷
知
宥　
　

架
間
一
紀

角
友
利
香　
　

川
崎
能
希

川
尻
夏
子　
　

川
端
亮
盛

北
澤
め
ぐ
み　

國
谷
翔
汰

槻　

夢
袈　
　

志
茂
絵
里
歌

坂
口
朋
香　
　

笹
野
祥
代

里　

梢
伍　
　

室
谷
尚
吾

下
谷
内
宏
統　

洲
崎
広
暁

宗
田
敬
介　
　

井
上　

香

田
下
愛
秋　
　

田
中
那
奈

田
町
真
由　
　

大
桐　

恵

大
森
咲
恵　
　

大
森
章
洋

大
森
有
紗　
　

滝
野　

歩

竹
中
今
日
太
（
旧
姓:

石
垣
）

鶴
野
紗
希　
　

得
田
崇
博

西
山　

椋　
　

橋
本
隼
弥

日
下
彩
子　
　

東
手
雄
太

府
中
達
矢　
　

府
中
雄
大

藤
田　

集　
　

藤
田
晴
香

別
宗
燎
佳　
　

本
谷
真
希
子

前
田
拓
也　
　

町
分
未
優

松
森
亮
希　
　

道
下
大
司

宮
﨑
晴
輝　
　

向
口
由
希
子

諸
角
勝
汰　
　

山
瀬　

凪

山
中
い
ず
み　

山
本
竜
之
介

𠮷
村　

大　
　

淺
井
成
霖

髙
田
早
記　
　

髙
田
知
斉

【
松
波
地
区
】

生
森
悠
真　
　

浦
下　

萌

表　

真
吾　
　

久
保
田
騎
行

坂
口
祐
哉　
　

坂
谷
誠
弥

坂
森
か
り
ん　

新
田　

充

谷
口
晴
紀　
　

堂
前
光
誠

中
平
智
恵　
　

西
谷
祥
吾

橋
本
和
明　
　

平　

美
早
紀

藤
田
真
穂　
　

干
場
大
輔

松
元
梨
衣
奈　

薮
下
亮
太

山
本
頌
耶　
　

大
濱　

崚

【
柳
田
地
区
】

雨
池
凌
也　
　

影
浦
大
志

下　

剛
史　
　

河
本
拓
巳

干
場
大
輝　
　

金
森　

愛

向
口
和
馬　
　

山
崎
嘉
之

正
木
慎
太
郎　

生
垣
拓
馬

石
坂
智
也　
　

谷
口
朱
里

中
山
隆
一
郎　

鳥
毛
結
衣

藤
田　

楓　
　

堂
前
悠
斗

道
端
祥
之　
　

畑
中　

唯

北
井
千
恵　
　

六
田
広
一

廣
澤
佑
建　
　

平
成
29
年

　

新
成
人
の
20
歳
の
門
出
を
祝

う
能
登
町
成
人
式
を
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
。

日　

時

　

1
月
8
日
㊐
午
前
11
時
～

　

受
付
は
午
前
10
時
30
分
～

場　

所

　

内
浦
第
二
体
育
館

対
象
者

　

平
成
8
年
4
月
2
日
～
平
成

9
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
能
登

町
中
学
校
卒
業
生
と
在
住
者
。

　
　

男
性
88
人
、
女
性
59
人

　
　

計
１
４
７
人

※
広
報
の
掲
載
は
希
望
者
の
み

お
願
い

　

新
成
人
者
へ
の
お
祝
い
の
祝

電
や
花
束
な
ど
は
、
式
典
会
場

で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
の
で
、

ご
自
宅
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。
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第 28 回能登町インディアカ大会
（内浦体育館で 10 月 13 日～ 11 月 21

日の全 10 日間開催。参加 18 チーム）
優勝　木郎走志会 A　　
準優勝　高倉消防団
第 3 位　ＧＯＬＤ７　Ａ
第４位　高倉　　
第５位　結果オーライ

スポーツ
カルチャー

案内＆結果

Let's
 Enjoy Sports

 and  cultu
re

優
勝
の
木
郎
走
志
会
Ａ

町会区長会連合会能都支部

小学校などに備品を寄贈
　町会区長会連合会能都支部は、能都地区の保育所

と小学校、こどもみらいセンターに遊具や棚などの

備品を寄贈しました。12 月 8 日に八幡一彦支部長

が対象施設を訪問し、目録を手渡しました。社会貢

献活動として行われたもので、寄贈品は各施設の要

望に応じて決められました。

目録を読み上げる八幡支部長
（12/8 鵜川保育所）

・宇出津小学校

・鵜川小学校

・しらさぎ保育所

・鵜川保育所

・ひばり保育所

・高倉保育所

・こどもみらい

  センター

寄付を受けた
施設の一覧


